
 

 

 

 

 

 

 

チャレンジデー2015 

実施の手引き 
 



 

 

 

チャレンジデーの目的 
 

 

 

 

 

チャレンジデーは、市町村単位で参加するスポーツイベントで、毎年 5 月の最終水曜日に

世界各地で開催されています。 

人口規模が近い自治体同士が、午前 0 時から午後 9 時までの間に、15 分間以上続けて運動

やスポーツをした人々の数（参加率）を競い合う、住民参加型のスポーツイベントです。 

地域住民のスポーツ参加へのきっかけづくりや健康づくり、地域コミュニティの促進など、

スポーツを通じた元気なまちづくりにも最適なプログラムがチャレンジデーです。 

 チャレンジデーは 1983 年にカナダのサスカトーン市を中心とする 50 市町村で始まり、約

40 ヵ国、5,500 万人が参加（2010 年）するスポーツイベントになりました。日本では、笹川

スポーツ財団のコーディネートで 1993 年から実施しており、今年で 23 回目となります。 

2011 年 8月にスポーツ基本法が施行され、2019 年にはラグビーワールドカップ日本大会、

翌 2020 年には東京オリンピック・パラリンピック大会の開催など、今後、スポーツを取り巻

く環境も大きく変わることが予想されます。 

笹川スポーツ財団では、国民の一人ひとりが自分の生き方に合わせたスポーツを楽しむ

「スポーツ・フォー・エブリワン」社会の実現に向け、スポーツ振興に関する各種情報の収

集や研究調査活動と、それに基づく実践検証事業としてチャレンジデーを実施しております。 

チャレンジデーを通して、地方自治体と笹川スポーツ財団がスポーツ振興を目的とした協

力・連携関係を構築することで「スポーツ・フォー・エブリワン」社会の実現を目指します。 
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１．今後のスケジュール（事務の流れ） 

 
事業終了までの事務の流れは、概ね以下のとおりです。 

 

主なスケジュール 
内  容 

実施自治体 笹川スポーツ財団 

3 月上旬～ 

3 月 31 日 
助成金の申請 

（助成金申請書の提出） 

所定の「助成金申請書」を提出 

（期限内厳守） 

対戦組合せの発表 

4 月上旬 助成金額の決定 

 助成金申請書の内容精査・確認 

→助成金額の決定 

4 月下旬 助成事業契約の締結 

「助成金決定通知書」受理 

「請書」の提出 

 

※請書は、助成金決定通知書に同封 

「助成金決定通知書」の送付 

5 月中旬 
助成金の支払い 

（実行委員会指定口座へ振込） 

振込確認後、所定の「領収書」を提

出 

 

※領収書は、助成金決定通知書に同封 

実行委員会指定口座への助成金

の振込 

5 月 27 日（水） チャレンジデー2015 開催 

6 月下旬 
レポート用報告書の提出 

（チャレンジデーレポート製作） 

所定の「レポート用報告書」を提出 

（期限内厳守） 

「レポート用報告書」内容の確認 

→レポート製作 

8 月～9 月 

（予定） 

セミナー・メダル認定証 

授与式等の開催 

スポーツとまちづくりに関するセミナ

ー・メダル認定証授与式 

スポーツとまちづくりに関するセミナ

ー・メダル認定証授与式等の開催 

→案内状の発送 

9 月末 

（予定） 

事業完了報告書の提出 

（助成金額の確定） 
 

所定の「事業完了報告書」を提出 

（期限内厳守） 
「事業完了報告書」の内容精査・確

認 

→助成金額の確定 

10 月～ 
事業の完了 

（確定通知書の受理） 

「確定通知書」の受理 

 

※助成金の返還がある場合は、期限内に返

還（振込） 

「確定通知書」の発送 

終了 
 

※ 各提出書類の様式は全て笹川スポーツ財団のホームページからダウンロードができます。 
   http://www.ssf.or.jp/practice/challenge/index.html 

※ 事務連絡（詳細）については、随時、メールによる 「チャレンジデーニュース」 でお知らせします。 
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２．チャレンジデーの概要 

 

１）概要 

【日  時】 2015 年 5 月 27 日 水曜日 午前 0 時～午後 9時 

【実施内容】 人口規模が近い自治体同士が、午前 0 時から午後 9 時までの間に、15 分間以上

続けて運動やスポーツに参加した数（参加率（％））を競います。 

参加率の算出については、以下のとおりです。 

 

 

参加率（％）＝ 
総参加者数（人） 

×100 
 

 実施自治体の総人口（人）  

 

【人  口】 2015 年 2 月 1 日付の人口を使用します。 

 ・人口は、ご報告いただいた上記日付の「住民基本台帳登録者数」（外国人登録者

含む）となります。 

※チャレンジデーへの参加は当日実施自治体内にいる方全員が対象となります。

  

【エール交換】 お互いの健闘を祈って対戦相手と実行委員会の代表（市町村長）によるエール交

換を行ってください。 

 ・エール交換の方法は、電話やインターネットを利用したテレビ電話など様々な

方法が考えられますので、対戦相手とご相談のうえ実施ください。 

・エール交換を行うことで、事前の情報交換もスムーズになり、自治体間交流のき

っかけにもなります。 

・インターネットのテレビ電話を利用したエール交換などは、報道機関に取材し

てもらう好機となり、その後、住民への周知にも有効です。 

・オリジナルの「ゆるキャラ」なども活用すると楽しいエール交換ができます。

  

【参加対象】 当日、チャレンジデー実施自治体内にいる人であれば、誰でも参加可能です。 

 ・住民以外の通勤・通学者、観光客等も参加対象となります。 

・年齢や性別などの制約はありません。誰でも参加可能です。 

・観光名所や大規模な工場や事業所、学校などでの参加を積極的に働きかけるこ

とで、昼間の参加者数増につながります。また、人口が少ない自治体などでは結

果として参加率が 100％を超える場合もあります。 

  

【実施場所】 自宅や学校、職場、スポーツ施設、広場など実施自治体内であればどこでも実施可

能です。 

※実施自治体外での参加は無効となります。 

  

【実施時間】 午前 0時から午後 9時までの間であればいつでも実施可能です。 

  

【実施種目】 実施種目に制約はありません。15 分間以上継続した運動やスポーツであれば、ど

のような種目でもかまいません。 

 ・15 分間以上『継続』して運動・スポーツで身体を動かすことが必要です。 

・学校単位で参加する場合、体育の授業や運動会の練習、部活動は対象となりませ

ん。但し、休み時間などで、チャレンジデー用のプログラムを実施する場合は対

象となります。※参加者がチャレンジデーに参加したという意識が必要。 

・多くの人が楽しんで参加できるような、ユニークで特徴的なプログラムや、イベ

ントを企画・実施することで参加率も上がります 

（地元発祥のスポーツ、郷土の踊り・ダンスなど） 
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・原則として、農作業や清掃活動は対象となりません。但し、それらの活動に、ス

ポーツ的な要素を加えた場合は対象となります。 

（例）・清掃活動×ウォーキング→「クリーンウォーキング」 

・普段、駅や会社まで自家用車を使用しているが、チャレンジデー当日は歩いて行く

→「ノーマイカーデー」 

※必要なことは、「チャレンジデーに参加している！」という意識を持って参加

し、スポーツの良さを実感いただくことです。チャレンジデーをきっかけに、継

続的に運動やスポーツに親しんでもらうことが重要であり、これもチャレンジ

デー実施の目的のひとつです。 

  

【参加報告】 15 分間以上運動やスポーツをした人は、参加の報告をします。 

基本的には参加者本人による自己申告です。報告は以下の方法があります。 

 ・電話、FAX、電子メールなどで集計センターに報告 

・スポーツ施設や公民館などに集計 BOX を数ヵ所設置し、報告用紙を投函 

・グループ単位での参加は、代表者が集計センターに報告 など 

※集計方法はチャレンジデー実施自治体により様々な方法があります。 

  

《注意事項》 ダブルカウントの禁止 

 ・当日、参加者は様々なスポーツイベントやプログラムに何回チャレンジしても

良いですが、公正な参加率を算出するため、参加報告は 「1人 1回（票）」 と

してください。 

・チャレンジデーは、様々なスポーツがある中で、自分に合ったスポーツを見つけ

る絶好のチャンスでもあります。多くの人にたくさんのスポーツを体験・参加

していただくことは大切ですが、参加報告は「1人 1回（票）」であることを、

あらかじめ住民はじめ関係者、実行委員等にご周知願います。 

《笹川スポーツ財団からのご提案》  

 ・参加率の集計は、1時間ごとに取りまとめ、庁舎の入口付近など、大勢の住民の

目に留まる場所で公開することをお奨めします。参加率を住民に刻々と知らせ

ることで、まだ参加していない住民の参加意欲を高め、チャレンジデーへの関

心を促すことが可能となります。同時に対戦相手の参加率を知らせることも効

果的です。また、新聞・テレビ・ラジオなど、地元報道機関からの問合せにもス

ムーズに対応することができます。 

・参加報告の受付の際に、簡単なアンケートを実施することで、住民のスポーツや

運動に関する意識や要望を把握することができ、貴重なデータを収集すること

も可能です。また報告用紙に調査項目を入れるのも一案です。 

 

  

【参加報告の締切】 チャレンジデーは午後 9 時に終了しますが、住民からの参加報告の締切りは、午

後 9時 30 分までとします。これ以降の参加報告は無効となることを、あらかじめ

住民や関係者、実行委員等にご周知願います。 
  

【旗の掲揚】 対戦に敗れた自治体は相手の健闘を称え、翌日から 1 週間、庁舎のメインポール

に対戦相手の自治体旗を掲揚していただきます。 

 ・掲揚の方法は特にルールはありません。エール交換などで対戦相手と連絡する

際、旗の掲揚方法を事前に相談などしてください。 

・対戦相手の旗はチャレンジデー実施の前から当日まで、庁舎の入口など目に付

く場所に飾ることで、住民のチャレンジデーへの関心が高まり、参加率アップ

につながる可能性もあります。 

・最近は勝敗に関係なく、お互いの健闘を称え、両自治体の旗を掲揚することが

一般的になっています（推奨）。 
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２）参加率の集計報告について 

【報告時間】 参加者数、参加率を以下の時間に笹川スポーツ財団に報告してください。 

 笹川スポーツ財団では以下の 3回、全自治体の参加率を取りまとめ、ホームペー

ジや報道機関に公表いたします。 
 

〔第 1回報告締切〕 午後 1時  〔笹川スポーツ財団からの公表〕 午後 1時 30 分（予定）

〔第 2回報告締切〕 午後 5時   〔笹川スポーツ財団からの公表〕 午後 5時 30 分（予定）

〔 最終報告締切 〕 午後 10 時  〔笹川スポーツ財団からの公表〕 午後 11 時  （予定）

 

 ・１ヵ所でも報告が遅れると公表できません。時間厳守でお願いいたします。 

・参加率の途中経過を対戦相手と報告し合うことは構いませんが、最終参加率は

笹川スポーツ財団からの公式発表をお待ちください。 

  

【報告方法】 参加者数、参加率の報告は、集計報告専用 web サイトを介して行っていただきま

す。 

 ・専用ページからアクセスし、「参加者数」を入力します。（参加率は自動計算）

・事前に操作テストを行います。操作方法やテスト日程などの詳細は、後日、改

めてご案内いたします。 

  

【結果発表】 チャレンジデー当日の午後 11 時頃に笹川スポーツ財団のホームページで公式発

表いたします。 

 全国の報道機関には、FAX 一斉送信でお知らせします。 
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３．全国共通イベントの実施について 

 
 
笹川スポーツ財団ではチャレンジデーに取り組む各自治体が、共通のルールにより参加できるスポーツイ

ベントを実施しております。これらを実施することで、チャレンジデー参加者相互の交流を広げ、事業を

盛り上げます。 

 

【種  目】 以下の 4種目を実施いたします。 

  

 ・ロープ・ジャンプ・X  

・ロープ・ジャンプ・EX 

・スポーツごみ拾い 

・空き缶積み上げ 

  

 各種目のルール等については、笹川スポーツ財団ホームページをご覧ください。

http://www.ssf.or.jp/practice/challenge/about/event1.html 

  

【実施申込】 自治体の参加種目・参加チーム数に制限はありません。 

 申込締切：4月下旬 

 詳細はメールニュースでご案内いたします。 

  

【結果報告】 自治体ごとに参加チームの記録を取りまとめ、各種目の「記録報告用紙」をご提

出ください。 

 提出期限：6月 5日（金） 

 各種目の記録報告用紙については、笹川スポーツ財団ホームページよりダウンロ

ードしてください。 

 詳細はメールニュースでご案内いたします。 

 

【結果発表】 笹川スポーツ財団ホームページにて掲載いたします。 

 チャレンジデー実施後のセミナー・メダル認定証授与式（8 月～9 月を予定）に

て、全国 1～3位を表彰します。 

 

 

 

４．チャレンジデーアワードについて 

 
 
チャレンジデーに取り組む各自治体に対してアワード（賞）を設定し、受賞した自治体には後日記念の楯

を授与しています。アワードには以下の種類があります。 

 

 

 ・チャレンジデー大賞：最も参加率の高かった自治体に贈られる賞 

 ・新人賞：最も参加率の高かった初実施の自治体に贈られる賞 

 ・参加率アップ賞：昨年と比較して、最も参加率の上がった自治体に贈られる賞 

 ・ベストＰＲ賞：報道機関から取り上げられた件数が最も多かった自治体に贈られる賞 

 ・広報アイデア賞：チャレンジデーを広く周知するために、ユニークな広報活動を行った自治体に贈ら

れる賞 

 ・カテゴリー優秀賞：同カテゴリー内で参加率が最も高かった自治体に贈られる賞  
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５．助成金の申請 

 

１）申請団体 

チャレンジデー2015 の実施に伴う助成金の申請は、チャレンジデー実施のために組織した実行委員会からご

提出願います。助成金のお支払いにより、チャレンジデー事業は、笹川スポーツ財団の助成事業として実施し

ていただきます。 

※チャレンジデーは自治体での実施がルールです。しかし、実際の開催には自治体の代表である市町村長を中心に、行政と

体育協会やレクリエーション協会、スポーツ推進委員等、民間団体との相互協力なしでは実施不可能であるため、市町村長

を代表者（会長・委員長）とした実行委員会を組織していただくことを原則としております。 

 

２）申請方法 

【書類の作成手順】 申請書類については、笹川スポーツ財団ホームページよりダウンロードしてください。 

 ①申請書に添付してある「助成金経費一覧」、「記入例」をご確認のうえ作成し

てください。 
②原則、word(ワード)で作成してください。（手書きも可） 
③申請書表紙の実施団体名および代表者名には、団体印もしくは代表者印を押印

してください。（押印はどちらかで 1つでも問題ありません） 
なお、実施団体名と異なる名称での申請は無効です。 

 
※実施団体名は、「市町村名＋チャレンジデー実行委員会」となります。 

  （例）可：○○市チャレンジデー実行委員会 
    不可：□□市教育委員会、◇◇総合型地域スポーツクラブ 
 
④書類不備の場合は申請書を受理できませんので、ご注意ください。 

  

【添付書類】 助成金申請書に以下の書類を添付し、ご提出ください。 

 ・実行委員会の規約・会則、組織図 

・助成金振込口座の通帳のコピー（口座は原則、実行委員会名） 

・市町村のスポーツ振興計画（作成している自治体） 

・市町村要覧 

  

【助成金限度額】 本助成金は、チャレンジデー2015 の実施に伴う経費の全額を助成するのではなく、助

成対象経費の一部を助成するものです。助成金は、以下の通り、人口規模に応じた助

成金限度額を設け、それを超えることなく、且つ、補助率の範囲内となります。 

 

 

 

カテゴリー 人口規模 助成金限度額 補助率 

1 4,999 人以下 200,000 円 

原則 

80％以内 

2 5,000 人～9,999 人 280,000 円 

3 10,000 人～29,999 人 390,000 円 

4 30,000 人～69,999 人 445,000 円 

5 70,000 人～249,999 人 620,000 円 

6 250,000 人以上 900,000 円 

※人口規模は、2015 年 2 月 1日付住民基本台帳登録者数となります。 
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３）申請書の提出期間・方法 

【受付期間】 2015 年 3 月 6 日（金）～2015 年 3 月 31 日（火） ※消印有効 
【提出方法】 郵送 （必要書類一式） 

【提出先・問合せ】 笹川スポーツ財団 研究調査グループ チャレンジデー担当 

〒107-6011 東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビル 11 階 

TEL：03-5545-3303 FAX：03-5545-3305 E-mail：cday@ssf.or.jp 

 

４）申請書の内容確認（助成金額の決定） 

申請書受理後、笹川スポーツ財団にて申請内容を精査・確認し、助成金額を決定いたします。 

 

※精査・確認の結果、助成金額が申請金額通りとならない場合もございます。予めご承知おきくださ

い。 

※助成金額は、4月下旬に「助成金決定通知書」により、ご通知いたします。なお、同通知書に「請書

（うけしょ）」を同封いたします。請書に必要事項をご記入のうえ、笹川スポーツ財団にご返送（提

出）いただいた時点で、助成事業の契約が結ばれたこととなり、以降、助成金の振込手続きとなりま

す。 

 

５）助成金のお支払い（助成金の振込） 

【助成金の振込】 上記４）により、助成金の振込手続きとなります。 

 振込日：5月中旬以降（予定） 

 振込確認後、所定の「領収書」をご提出ください。 

  

【金額の算出方法】 助成金の申請に関する計算については、以下をご参照ください。 

  

 例 1：カテゴリー2 の○○町が 3 回目のチャレンジデーの実施に関し、助成対象

経費の予算を 300,000 円として助成金を申請した場合 

 

300,000 円（助成対象経費）×80％（補助率）＝240,000 円（助成金申請額）

  カテゴリー2の助成金限度額は 280,000 円ですが、申請額は 240,000 円とな

ります。 

   

 

  

 例 2：カテゴリー2 の△△町が 3 回目のチャレンジデーの実施に関し、助成対象

経費の予算を 400,000 円として助成金を申請した場合 

 

400,000 円（助成対象経費）×80％（補助率）＝320,000 円 

 

この場合カテゴリー2 の助成金限度額は 280,000 円なので、助成金申請額

は 320,000 円ではなく、280,000 円となります。 

※助成対象額に補助率を乗じた場合で、助成金限度額を超える場合は、そ

の限度額が助成金の申請金額となります。 
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６．事業完了報告書の提出 

 

１）事業完了報告書の提出期間・方法 

【受付期間】 後日、改めてご案内いたします。 
【提出方法】 郵送 （必要書類一式） 

【提出先・問合せ】 笹川スポーツ財団 研究調査グループ チャレンジデー担当 

〒107-6011 東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビル 11 階 

TEL：03-5545-3303 FAX：03-5545-3305 E-mail：cday@ssf.or.jp 

  

※報告書には、笹川スポーツ財団が定める助成対象経費に該当する使用経費の全てに支払証憑（領収書

のコピー）が必要となります。支払証憑（領収書のコピー）が無いものは全て助成の対象外となりま

すので、十分にご注意いただき、準備、対応をお願いいたします。なお、支払証憑（領収書のコピー）

の宛名は、申請いただいた実行委員会名としてください。 

 

※助成事業完了報告書の様式、作成方法等につきましては、改めてご案内いたします。 

 

２）助成金額の確定方法 

【金額の確定方法】 助成金限度額、補助率、助成金申請額（確定額）については、以下をご参照ください。 

  

 例：助成金申請額 390,000 円のカテゴリー3 の実施団体において、助成対象経費

の合計が 450,000 円となった場合 

 

450,000 円（助成対象経費）×80％（補助率）＝360,000 円（助成金確定額）

390,000 円（助成金振込額）－360,000 円（助成金確定額） 

＝30,000 円（差異）

よって、差異の 30,000 円は笹川スポーツ財団に返還いただくこととなりま

す。 

       

※この場合、助成対象経費合計額が 487,500 円を下回らない場合は、返還と

はなりません。 

（487,500 円×80％＝390,000 円） 

 

助成対象経費が 500,000 円で決算した場合は、以下となります。 

 

500,000 円（助成対象経費）×80％（補助率）＝400,000 円 

助成金限度額は 390,000 円のため、助成金確定額は 390,000 円となります。

助成金限度額超過分 10,000 円（400,000 円－ 390,000 円）は全額自己負担

となります。 

 

また、以下の場合は申請した金額が確定額となりますので、ご注意ください。

 

実施自治体はカテゴリー2（助成金限度額 280,000 円） 

申請時：助成対象経費 300,000 円  

助成金申請額 240,000 円（300,000×80％） 

  確定時：助成金対象経費 350,000 円  

      助成金確定額は 280,000 円（350,000×80％）ではなく、 

      申請金額 240,000 円となります。ご注意ください。 
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７．チャレンジデーレポートの製作について 
 
笹川スポーツ財団ではチャレンジデー実施後にレポートを製作しており、参加率や参加人口の結果だけで

なく、イベント・プログラム内容や、参加状況、担当者からのメッセージ、新聞記事などの切り抜きを一

目できるようにしております。これは実施報告書となるばかりでなく、多くの自治体にチャレンジデーを

周知するためのツールとしても有効なものです。 

    

１）レポート用報告書の提出期間・方法 

【受付期間】 後日、改めてご案内いたします。 
【提出方法】 後日、改めてご案内いたします。 

【提出先・問合せ】 笹川スポーツ財団 研究調査グループ チャレンジデー担当 

〒107-6011 東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビル 11 階 

TEL：03-5545-3302 FAX：03-5545-3305 E-mail：cday@ssf.or.jp 

  

※従来はイベント・プログラム内容、製作物、協力関連、スタッフやボランティア、報道関連等につい

てのご報告と、担当者からのメッセージ、状況写真や新聞記事等をご提出いただいております。 
年度によって内容に多少変更が生じますのでご了承ください。 

 
※レポート用報告書の様式、作成方法等につきましては、改めてご案内いたします。 

 

８．チャレンジデー実施自治体へのサポート 
 

チャレンジデーの周知を目的にポスターとＴシャツの支援（配布）を予定しております。 
 
１）ポスターの配布について 

【サイズ】 B2 判サイズ 4 色カラー 
【配布数】 配布数は、例年同様カテゴリー別に設定いたします。 

今年の配布数については、以下のとおりを予定しております。 

 

カテゴリー 配布枚数 

1 100 

2 150 

3 200 

4 250 

5 300 

6 350 
 
２）Ｔシャツ配布について 

【サイズ】 S、M、L、XL 
【配布数】 配布数は、カテゴリー別に設定いたします。 

今年の配布数については、以下のとおりを予定しております。 

 

カテゴリー 配布枚数 

1～3 40 

4・5 50 

6 70 

 

ポスター、Ｔシャツの配付枚数と時期は後⽇、メールニュースであらためてご案内いたします。 


